
■ ２００７年７月１５日（日曜日）

　昭和40年に開始された本県の献血事業。これまでに170万人以上の県民の皆さんのご協力により、多く

の尊い命が救われてきました。

　健康に暮らすこと、これは私たちの普遍的な願いです。　病気やけがの治療を支える輸血。必要な血液

の国内自給が重要な課題です。

　輸血で助かっている命がたくさんあります。私たちも積極的に献血に協力しましょう。

　広く国民各層に献血制度への理解と協力を求め、献血活動を国民運動と

して推進することを目的として、開かれる献血運動推進全国大会。今年は7

月4日、サンドーム福井で全国各地から関係者約2,400人が参加して開催さ

れました。

　式典にご臨席された日本赤十字社名誉副総裁の皇太子殿下は、先月ご自

身が入院されたことにもお触れになり、「献血運動の輪が、ここ福井大会を契

機にますます広がり、多くの国民の皆さんの献血への理解と協力が一層深

められていくことを希望します」とお言葉を述べられました。

　また、地元主催者を代表して、西川知事は「近代医学の基本をつくり、日本

赤十字社病院の初代院長となられた橋本綱常先生の出身地であるこの福

井で、本大会が開催されることは誠に意義深い。献血事業がますます発展

することを念願しています」とあいさつしました。
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　ポスターデザインコンクール
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鯖江市鯖江中学校　志田夕華さん

　本県の献血者数の割合について見てみると、40代・50代の割合は増加傾向にあり、全国平均を上回っていますが、10代・20代

の割合は減少傾向にあり、全国平均を下回っています。

　少子化により献血を支える若年層が減少する中、高齢者の増加に伴い血液需要の増加が見込まれ、血液の安定的な確保が

大きな課題となっています。

　献血で救える命、救える未来があります。一人ひとりが献血について考え、積極的なご協力をお願いします。

　年齢階層別献血者数割合の推移
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